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ご
あ
い
さ
つ

池
内
宣
裕

宮
司
代
務
者

　
平
素
よ
り
生
島
足
島
神
社
を
御
崇
敬
戴
い

て
い
る
氏
子
崇
敬
者
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
如
何
お
過
ご
し
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。
二
年

目
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
日
々
、
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
に

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

医
療
従
事
又
昼
夜
終
息
対
策
等
に
尽
力
さ
れ

て
い
る
全
て
の
関
係
方
々
に
敬
意
を
表
す
次
第

で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
み
、
発
症
予
防
や

重
症
化
を
抑
え
る
決
め
手
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
、
徐
徐
に
明
る
い
光
・
希
望
が
見
え
て

来
て
い
る
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
夏
、
紆
余
曲
折
を
経
て
七
月
二

十
三
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
二
百
を

超
え
る
国
と
地
域
が
参
加
し
て
、
其
々
白
熱

し
た
試
合
が
展
開
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

選
手
団
の
史
上
最
高
メ
ダ
ル
獲
得
数
や
世
界

の
選
手
達
の
健
闘
を
見
る
に
つ
け
、
多
く
の

日
本
人
が
そ
の
姿
を
讃
え
感
動
し
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
当
塩
田
地
域
で
も
「
レ
イ
ラ
イ
ン
が

つ
な
ぐ
『
太
陽
と
大
地
の
聖
地
』
〜
龍
と
生

き
る
ま
ち
信
州
上
田
・
塩
田
平
〜 

」
の
日
本

遺
産
認
定
、「
上
田
電
鉄
別
所
線
千
曲
川
橋

梁
復
旧
に
伴
う
全
線
開
通
」
と
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
が
続
く
中
、
来
年
神
社
は
愈
々
御
柱
大
祭

本
大
祭
の
年
と
な
り
ま
す
。

　
六
年
に
一
度
、
寅
歳
と
申
歳
、
七
年
目
毎

に
祭
行
さ
れ
ま
す
、
こ
の
大
祭
は
、
当
神
社

独
自
の
歴
史
と
伝
統
を
守
り
乍
、
旧
慣
古
例

を
重
ん
じ
て
、
御
諏
訪
様
（
下
宮
）
の
神
輿

渡
御
、
御
柱
の
奉
曳
、
御
柱
建
立
等
の
祭
儀

を
氏
子
・
近
郷
近
在
川
西
十
七
ヶ
郷
始
め
崇

敬
者
総
出
で
祭
行
致
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
大
祭
に
際
し
、
畏
く
も
宮
中
か
ら

御
幣
帛
を
賜
り
厳
粛
に
御
神
前
に
奉
り
ま
す
。

（
※
１
）

　
つ
き
ま
し
て
は
、
氏
子
崇
敬
者
多
く
の
方
々

の
御
理
解
御
厚
誼
、
赤
誠
の
御
奉
賛
を
戴
き
、

諸
儀
滞
り
な
く
執
り
行
え
ま
す
よ
う
何
卒
御

協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
神
社
で
は

一
日
も
速
く
元
の
穏
や
か
な
日
々
に
戻
る
事
が

出
来
る
よ
う
疫
病
退
散
を
願
い
、
私
共
神
職

が
毎
朝
「
疫
病
退
散
祈
願
祭
」
を
執
り
行
な
っ

て
い
る
次
第
で
す
。

　
氏
子
崇
敬
者
の
方
々
に
は
、
大
神
様
御
祭

神
の
御
加
護
を
賜
り
、
明
年
が
幸
多
き
佳
き

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
御
健
勝
御
活
躍
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
年
末
年
始
に
向
け
て
の

御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

（
※
１
）

　
長
野
県
内
で
は
御
柱
祭
に
際
し
、
諏
訪
大

社
（
旧
官
幣
大
社
）
と
生
島
足
島
神
社
（
旧

國
幣
中
社
）
の
二
社
が
特
別
に
宮
中
か
ら
の
幣

帛
を
賜
り
ま
す
。
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令
和
四
年 

御
柱
大
祭

松
澤
繁
樹

御
柱
大
祭
実
行
委
員
長

御
神
木
本
見
立
て

御
柱
祭
と
は
池
内
宣
裕

宮
司
代
務
者

本見立て

　
晩
秋
の
候
、氏
子
崇
敬
者
の
方
々
に
お
か
れ

ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。又
平
素
は
神
社
の
諸
行
事

に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
戴

き
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
り
、様
々
な
ご
苦
労
を
強
い
ら
れ
る

生
活
が
続
い
て
い
る
か
と
拝
察
致
し
ま
す
。コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
見
え
な
い
中
、

来
年
四
月
十
六
・
十
七
・
十
八
日
と
壬
寅
歳
の

御
柱
大
祭
を
祭
行
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。前
回
ま
で
の
御
柱
大
祭
の
よ
う
に
は
出
来

な
い
と
思
い
ま
す
が
知
恵
を
出
し
合
い
地
域
の

活
力
と
絆
を
深
め
皆
が
楽
し
め
る
御
柱
に
し

た
い
と
思
い
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。つ
き
ま

し
て
は
大
変
厳
し
い
状
況
の
な
か
で
す
が
広
く

ご
奉
賛
の
浄
財
を
仰
ぎ
諸
儀
滞
り
な
く
執
り

行
い
た
く
な
に
と
ぞ
崇
敬
者
の
方
々
の
な
お
一

層
の
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
戴
き
た
く
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
各
位
の
益
々
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

九
月
五
日
に
東
山
山
中
に
て
、斎
主
の
清

祓
を
大
世
話
人
・
木
遣
衆
・
自
治
会
理
事
者
・

森
林
組
合
職
員
等
が
受
け
た
後
、多
く
の
報

道
関
係
者
の
取
材
を
受
け
な
が
ら
、御
柱
と

な
る
四
本
の
大
木
に
、注
連
縄
を
廻
お
し
て

「
上
ノ
宮
一
之
御
柱
」と
記
し
た
板
を
始
め
順

次
四
枚
据
え
付
け
ま
し
た
。

　
生
島
足
島
神
社
の「
御
柱
大
祭
」は
、諏
訪
大
社

と
同
様
六
年
に
一
度（
七
年
目
毎
）、寅
歳
・
申
歳
に

祭
行
さ
れ
ま
す
。

　
御
柱
祭
の
意
味
、起
源
に
つ
い
て
も
、長
野
県
内

各
社
各
地
域
に
よ
り
様
々
で
定
か
で
は
な
く
、安
易

に
斯
斯
で
あ
る
と
は
云
え
ま
せ
ん
。諸
説
あ
る
中
、当

神
社
当
地
に
伝
わ
る
言
い
伝
え
か
ら
諏
訪
大
社
と

も
比
較
し
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
当
神
社
下
宮（
諏
訪
神
社
）の
御
祭
神
で
あ
る
御

諏
訪
様（
建
御
名
方
富
命
）が
出
雲
か
ら
諏
訪
の
地

へ
向
か
わ
れ
る
途
次
、小
県
郡
塩
田
郷
東
塩
田
に
鎮

座
す
る
生
島
大
神
足
島
大
神
に
御
柱
を
奉
ら
れ
た

こ
と
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。御
諏
訪
様

御
一
団
は
そ
の
後
、雪
解
け
を
待
っ
て
春
、大
門
峠
、

和
田
峠
、武
石
の
峰
を
越
え
諏
訪
地
方
へ
行
か
れ
た

と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
御
柱
は
、御
社
殿
を
建
替
奉
献
す
る
こ
と
、あ
る

い
は
四
隅
に
立
て
清
浄
な
聖
域
を
定
め
る
た
め
だ
と

か
、山
ま
た
は
天
か
ら
の
御
神
霊
を
お
迎
え
す
る
も

の
で
あ
り
神
霊
の
依
代
と
考
え
ら
れ
る
等
、そ
の
ど

れ
も
が
当
て
は
ま
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

諏訪大社
樅（モミ）

五丈五尺（約十六メートル）

冠落としをする（尖らせる）

剥がす ( 下社）・剥がさない ( 上社 )

諏訪大神のために氏子住民が建てる
※県内各御分社も同様

生島足島神社
赤松（アカマツ）

五丈五尺五寸（約十七メートル）

冠落としをしない（尖らせない）

剥がさない

上宮壱之御柱・弐之御柱は諏訪大神に
 代わって氏子住民が建てる
下宮壱之御柱・弐之御柱は氏子住民が
 建てる

樹種

長さ

先端

表皮

奉建

参考

参考文献　『諏訪大社』 発行  株式会社 學生社／『おんばしら』発行  信州・市民新聞グループ
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世
話
人

清
水
　
修

大
世
話
人

関
弥
　
洲
武

世
話
人

南
波
　
健
一

世
話
人

與
川
　
富
樹

世
話
人

南
波
　
晋

世
話
人

金
井
　
栄
三

副
委
員
長

宮
入
　
孝
夫

世
話
人

大
田
　
治
幸

世
話
人

斉
京
　
英
一

世
話
人

小
林
　
茂
夫

大
世
話
人

土
屋
　
秀
幸

世
話
人

横
関
　
正
知

世
話
人

水
口
　
進

世
話
人

宮
入
　
一
喜

大
世
話
人

田
村
　
信
広

世
話
人

上
野
　
隆
夫

世
話
人

藤
田
　
康
一

世
話
人

田
村 

三
智
成

世
話
人

宮
下
　
嘉
一

副
委
員
長

濵
　
信
男

松
澤
繁
樹

大
祭
委
員
長

平
田
寿
一
・
関
茂

相
談
役

大
祭
顧
問

伊
藤
喜
造
・
依
田
嘉
重
・
依
田
延
嘉

部
長

　
（
氏
子
総
代
総
務
部
長
）

花
木
　
忍

村
山
　
生
夫

世
話
人
（
氏
子
総
代
）

永
井
　
憲
幸

部
長

　
（
氏
子
総
代
広
報
部
長
）

村
山
　
辰
夫

田
村
　
民
生

南
波
　
幸
信

世
話
人
（
氏
子
総
代
）

高
梨
　
勝
緒

部
長

　
（
氏
子
総
代
管
理
部
長
）

斎
藤
　
正
彦

白
砂
　
一
彦

市
川
　
清
志

世
話
人
（
氏
子
総
代
）

木
本
　
昭
征

部
長

　
（
氏
子
総
代
祭
典
部
長
）

島
田
　
信
夫

横
関
　
正
幸

依
田
　
一
幸

小
宮
山
　
幸
男

世
話
人
（
氏
子
総
代
）

横
山
　
正
直

部
長

　
（
氏
子
総
代
経
理
部
長
）

宮
原
　
栄
一
郎

永
井
　
昌
宏

世
話
人
（
氏
子
総
代
）

児
玉
　
晋

令
和
四
年
御
柱
大
祭
業
務
分
担
表

庶
務

　

渉
外
土
木

会
計

物
品

営
繕

　

第
一
回
御
柱
世
話
人
・
氏
子
総
代
会
開
催

　
八
月
二
十
一
日
に
新
た
な
御
柱
世
話
人
二
〇
名
と
氏
子
総
代
二
〇
名 

（
総
勢
四
〇
名
）に
よ
り
、第
一

回
御
柱
世
話
人
・
氏
子
総
代
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
、御
柱
大
祭
委
員
長
松
澤
繁
樹
氏
子
総
代
長
よ
り

「
コ
ロ
ナ
渦
の
中
、実
施
規
模
は
見
通
せ
な
い
部
分
も
多
い
が
準
備
は
し
て
行
く
」等
の
挨
拶
の
後
、池
内
宣

裕
宮
司
代
務
者
よ
り
全
員
が
御
柱
大
祭
世
話
人
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、世
話
人
の
中
か
ら
別
表
の

通
り
大
世
話
人（
副
委
員
長
）が
選
出
さ
れ
、担
当
部
署
が
決
ま
り
来
年
度
の
御
柱
大
祭
に
向
け
て
準
備

に
入
っ
て
い
き
ま
す
。 

氏
子
崇
敬
者
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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御
柱
ま
で
の
祭
事
・
行
事
予
定

綱縒り

山出し

宵宮祭

本大祭

奉健祭

根
切
り
　
　
　（
十
二
月
四
日
）

関
係
者
全
員
お
祓
い
お
清
め
を
受
け
た
後
、

斧
方
鋸
方
が
御
柱
木
に
忌
斧
・
忌
鋸
を
入
れ
、

森
林
組
合
担
当
者
協
力
に
よ
り
伐
採
を
行
い

ま
す
。

綱
縒
り
　
　
　（
二
月
十
三
日
）

氏
子
総
出
で
境
内
に
て
お
祓
い
お
清
め
を
受

け
た
後
、
世
話
人
号
令
の
元
、
大
祭
に
用
い

る
全
て
の
曳
き
綱
・
追
い
綱
を
奉
製
し
ま
す
。

梃
子
棒
伐
出
し
（
二
月
二
十
日
）

世
話
人
総
員
お
祓
い
お
清
め
を
受
け
た
後
、

東
山
山
中
に
お
い
て
梃
子
棒
に
適
し
た
直
径
約

二
寸
五
分
の
木
を
凡
そ
三
百
五
十
本
伐
り
出

し
ま
す
。

山
出
し
　
　
　（
三
月
六
日
）

清
祓
式
執
行
後
、
氏
子
総
出
で
東
山
か
ら

各
御
柱
を
御
旅
所
ま
で
奉
曳
し
ま
す
。

宵
宮
祭
　
　
　（
四
月
十
六
日
）

御
本
社
（
上
宮
）
か
ら
御
諏
訪
様
（
タ
ケ

ミ
ナ
カ
タ
ノ
ミ
コ
ト
）
の
神
輿
が
御
旅
所
社
ま

で
渡
御
さ
れ
、
妃
神
の
八
坂
刀
賈
命
（
ヤ
サ

カ
ト
メ
ノ
ミ
コ
ト
）
と
一
晩
を
共
に
さ
れ
ま
す
。

本
大
祭
　
　
　（
四
月
十
七
日
）

御
旅
所
社
に
て
一
晩
泊
ら
れ
た
御
諏
訪
様

が
御
柱
と
共
に
下
宮（
摂
社
）に
還
ら
れ
ま
す
。

奉
建
祭
　
　
　（
四
月
十
八
日
）

氏
子
総
出
で
お
祓
い
お
清
め
を
受
け
た
後
、

「
上
ノ
宮
壱
之
御
柱
」
か
ら
順
に
境
内
の
四
隅

に
御
柱
を
奉
建
し
ま
す
。
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生
島
足
島
神
社
の
初
詣

生
島
足
島
神
社
の
初
詣

宮
原 

久

権
禰
宜

信
濃
の
古
社

御本社（上宮）

摂社諏訪社（下宮）

御神橋を渡る参拝者

信
濃
の
国
の
二
ノ
宮
と
し
て
古
来
よ
り
尊
崇

を
受
け
て
き
ま
し
た
生
島
足
島
神
社
の
お
正

月
の
境
内
は
、
近
隣
、
遠
方
た
く
さ
ん
の
参

拝
者
の
方
々
が
、
一
年
初
め
の
大
神
の
御
神
徳

を
い
た
だ
こ
う
と
お
参
り
さ
れ
、
大
変
賑
々
し

く
あ
り
ま
す
。

〜
生
島
足
島
神
社
の
シ
ン
ボ
ル「
ご
神
橋
」〜

生
島
足
島
神
社
御
本
社
は
周
り
が
御
神
池

に
囲
ま
れ
ま
す
御
神
島
の
内
に
御
鎮
座
し
、

そ
こ
に
お
参
り
す
る
に
は
石
の
太
鼓
橋
を
渡
り

お
参
り
し
ま
す
。
そ
の
横
に
朱
色
に
映
え
る
御

神
橋
が
架
か
っ
て
い
ま
す
。
普
段
は
注
連
縄
に

て
結
界
し
、一
般
の
方
々
は
渡
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
毎
年
十
一
月
、翌
四
月
の
御
渡
神
事（
み

わ
た
り
し
ん
じ
）に
て
摂
社
諏
訪
神
社
（
下
宮
）

に
鎮
ま
ら
れ
ま
す
諏
訪
の
神
様
を
年
二
回
お

渡
し
す
る
た
め
の
特
別
な
橋
で
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
正
月
期
間
中
は
特
別
に
御
神
橋
を
開
放

し
ま
し
て
、
一
般
の
参
拝
者
の
方
々
も
渡
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

〜
令
和
四
年
は
壬
寅
歳  

御
柱
大
祭
祭
行
〜

毎
寅
年
、
申
年
に
執
り
行
わ
れ
る
御
柱
大

祭
、
来
る
令
和
四
年
壬
寅
歳
は
生
島
足
島
神

社
で
最
も
重
儀
で
あ
る
こ
の
大
祭
が
執
り
行
わ

れ
る
年
で
す
。
氏
子
崇
敬
者
の
ご
奉
仕
に
よ

り
神
山
よ
り
曳
行
さ
れ
て
き
ま
す
四
本
の
御

柱
を
境
内
に
お
建
て
申
し
上
げ
る
こ
と
に
よ
り

生
島
足
島
神
社
の
御
神
威
が
最
も
強
ま
る
年

で
も
あ
り
ま
す
。
来
る
令
和
四
年
氏
子
崇
敬

者
、
参
拝
者
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大
神

様
の
御
神
徳
を
益
々
い
た
だ
か
れ
ま
し
て
平
穏

無
事
、
御
安
泰
の
年
と
な
る
こ
と
御
祈
念
申

し
上
げ
多
く
の
方
々
の
お
越
し
を
お
待
ち
申
し

上
げ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
対
策
と
し

て
、
参
拝
の
皆
さ
ん
に
ご
安
心
し
て
お
参
り
戴

き
ま
す
よ
う

「
三
密
」
の
回

避
、
換
気
と

消
毒
の
徹
底
、

検
温
の
実
施

を
執
り
行
い
、

令
和
四
年
の
お

正
月
も
同
様

に
清
々
し
く
平

穏
に
お
参
り
戴

き
ま
す
よ
う
感

染
予
防
対
策

に
万
全
を
期
し

て
参
拝
者
の
皆

さ
ん
を
お
出
迎

え
致
し
ま
す
。

生
島
神
・
足
島
神
は
神
代
の
昔
か
ら
こ
の
地

に
お
鎮
ま
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。出
雲
を
離
れ

諏
訪
に
向
か
う
建
御
名
方
富
命（
た
け
み
な
か

た
と
み
の
み
こ
と
）は
塩
田
の
地
に
立
ち
寄
ら

れ
、敬
意
を
表
す
た
め
米
粥
を
お
供
え
し
ま
し

た
。現
在
も
続
い
て
い
る
、お
遷（
う
つ
）り
神

事
・
御
籠
祭（
お
こ
も
り
さ
い
）の
由
来
と
な
っ

て
い
ま
す
。　
　
　
　 

　

延
喜
式
に
は
名
神
大
社（
み
ょ
う
じ
ん
た
い

し
ゃ
）と
し
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。歴
代
天
皇
を

始
め
こ
の
地
を
治
め
た
北
条
氏
、武
田
氏
、真

田
氏
、上
田
藩
主
の
崇
敬
は
こ
と
の
ほ
か
篤
く
、

現
在
の
諏
訪
社
は
真
田
信
幸
公
の
寄
進
再
建

に
よ
る
も
の
で
す
。

皇
居
内
に
も
お
祀
り
さ
れ
て
い
て
、古（
い

に
し
え
）に
は
遷
都
の
際
、二
柱
を
奉（
た
て
ま

つ
）る
神
事
が
あ
り
明
治
以
降
、國
幣
中
社

（
こ
く
へ
い
ち
ゅ
う
し
ゃ
）の
社
格
と
な
り
ま
し

た
。そ
の
崇
敬
は
県
内
を
始
め
全
国
に
広
ま

り
、「
生
島
さ
ま
・
足
島
さ
ま
」と
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。 

（
池
内
）
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写
真
室
　
℡
〇
一
二
〇
ー
八
六
二
ー
七
五
三

写
真
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

写
真
室
で
は
成
人
式
の
お
写
真
・
振
袖
レ
ン
タ
ル
を

お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

お
早
め
の
ご
予
約
を
お
勧
めい
た
し
ま
す
。

ま
た
、卒
業
式
の
着
物・袴
の
レ
ン
タ
ル
も
ご
ざ
い
ま
す
。

節
目
の
記
念
は
ぜ
ひ
、お
写
真
を
残
し
ま
し
ょ
う
。

初
詣 (

縁
起
物)

　

だ
る
ま

横
山 

美
早
紀

巫
女

縁起物授与所(神楽殿)

縁起物

ダルマの授与所(歌舞伎舞台)

生
島
足
島
神
社
の
新
年
福
ダ
ル
マ
は
、他
販

売
店
の
ダ
ル
マ
と
異
な
り
、ご
祈
祷
・
お
祓
い
し
、

御
神
札
・
福
章

と
合
わ
せ
て
授

与
致
し
ま
す
。

ま
た
、四
号

以
上
の
ダ
ル
マ

を
希
望
す
る

方
々
に
は
、「
目

入
れ
と
巫
女
に

よ
る
ご
家
族
へ

の
清
祓
い
」
を

無
料
に
て
行
い

ま
す
。

昨
年
よ
り
、

ダ
ル
マ
の
授
与

は
、歌
舞
伎
舞
台（
ダ
ル
マ
授
与
所
）に
お
い
て
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を
万
全
に
し

て
、取
扱
い
い
た
し
ま
す
。

取
扱
時
間
　

元
旦
〜
五
日
　
朝
八
時   

〜
午
後
四
時
迄

土
日
・
祭
日
　
朝
八
時
半  

〜
午
後
三
時
迄

平
日
　
　
　
朝
八
時
半
　
〜
午
後
二
時
迄

（
注
意
…
終
了
時
間
は
天
候
等
状
況
に
よ

り
異
な
る
場
合
が
有
り
ま
す
の
で
早
め
の
参

拝
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。）

な
お
、旧
価
格
で
の「
予
約
名
入
れ
だ
る
ま
」

は
十
二
月
二
十
日
が
受
け
付
け
締
切
り
と
な

り
ま
す
の
で
至
急
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

新
し
い
生
活
様
式
が
浸
透
し
戸
惑
う
事
も

多
い
毎
日
で
す
が
、当
神
社
で
は
参
拝
者
の

方
々
に
少
し
で
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

令
和
四
年
の
お
正
月
も
新
作
を
含
め
た
様
々

な
授
与
品
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

御
守
の
新
作
は
、夏
か
ら
授
与
し
て
い
る「
麻

御
守
」が
ご
ざ
い
ま
す
。

麻
は
お
祓
い
の
祭
具
で
あ
る
大
麻（
お
お
ぬ

さ
）に
も
使
わ
れ
て
お
り
、清
め
の
御
利
益
も

あ
る
身
守
と

し
て
新
し
い
年

を
迎
え
る
に

あ
た
り
、ぜ
ひ

お
受
け
く
だ

さ
い
。サ
イ
ズ

は
少
し
小
さ

め
で
、生
成
色

（
ク
リ
ー
ム

色
）・
紫
色
・

紺
色
の
三
色

か
ら
お
選
び
い

た
だ
け
ま
す
の

で
、
年
齢
・
性

別
問
わ
ず
身

に
付
け
や
す
い

御
守
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
今
年
か
ら
授
与
開
始
し
ま
し
た「
疫
病

退
散
守
」「
五
穀
豊
穣
守
」も
頒
布
し
て
お
り

ま
す
。

縁
起
物
で
は
毎
年
、巫
女
・
女
子
職
員
に
よ

る
手
作
り
の
破
魔
矢
を
頒
布
し
て
お
り
ま
す

が
、今
年
は
手
作
り
福
枡
も
ご
用
意
い
た
し
ま

し
た
。若
い
方
に
も
手
に
と
っ
て
い
た
だ
き
や
す

い
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
た
、置
き
型
で
華
や

か
な
福
枡
で
す
。（
一
つ
一
つ
丁
寧
に
奉
製
し
て

い
る
為
、数
に
限
り
が
ご
さ
い
ま
す
）

今
年
も
神
社
で
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
対
策
を
し
、多
く
の
方
々
を
お
迎
え
す
る
準

備
を
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
家
族
お
揃
い
で
の
ご
参
拝
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
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